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滋賀県とイオン株式会社との包括的連携協定について 
 
 滋賀県（知事：嘉田 由紀子）とイオン株式会社（代表執行役社長：岡田 元也）は、    
本日、包括的連携協定を締結することになりましたので御案内申し上げます。 
 
 このたびの協定の目的は、滋賀県とイオンの双方が持つ資源を有効に活用し、滋賀県

における一層の地域の活性化と県民サービスの向上に協働して取り組むことです。 
 本協定により、滋賀県とイオンは、産業・観光振興、特産品の販売促進、防災、環境

保全、食育など１０の項目について両者で協力してさまざまな取組をすすめてまいりま

す。 
 
イオンは、２００６年から滋賀県において、地域の生産者の方々に御協力いただきながら

「トップバリュ グリーンアイ 特別栽培米コシヒカリ」の生産に取り組んでおり、     

昨年、滋賀県が推進する「滋賀県環境こだわり農産物」の認証を受け、この認証を受けた商

品としては初めて全国販売をイオングループ約８００店で開始しています。そのほか、魚の

「ゆりかご」である水田に琵琶湖固有種である「ニゴロブナ」の稚魚を放流する取組も行っ

ています。 

 
 なお、本協定に基づく取組のひとつとして、イオンは２月１０日（木）から『しが   

マザーレイク ＷＡＯＮ』カードを発行いたします。９５,５００箇所にのぼる「ＷＡＯＮ」
加盟店でこのカードをお買物に利用された金額の一部を、イオンから琵琶湖の自然と滋賀

の豊かな歴史的文化的資産を次の世代に引き継ぐことを目的に設立された「マザーレイク

滋賀応援基金」に寄附させていただくことにより、琵琶湖の保全等に役立てていただき

ます。また、当カードの発行を記念し、近江ゆかりの戦国武将浅井長政の三女「江」の

ふるさと滋賀県への旅行プレゼント企画を４月に実施する予定です。 

 
 

本協定の締結を機に滋賀県とイオンは、さらに協力関係を深め、イオンのショッピン

グセンターでの滋賀県の特産品の販売、観光ＰＲなど様々な新しいサービスの創出に取

り組んでまいります。 

 
記 

 

【連携予定事項】 

① 地産地消の推進、滋賀県の特産品の販売促進に関すること 

② 商業・観光の振興に関すること 

③ ＩＣカード等の活用に関すること 

④ 災害対策、防犯および交通安全に関すること 

⑤ 県民の健康増進および食育に関すること 

⑥ 高齢者・障がい者の支援に関すること 

⑦ 子育て支援および青少年の健全育成に関すること 

⑧ 環境保全および緑化推進に関すること 

⑨ 教育・文化の推進に関すること 

⑩ その他、滋賀・びわ湖ブランドの推進、地域の活性化および県民サービスの向上に 

関すること 



【しがマザーレイク ＷＡＯＮの概要】 
 発 行 開 始：２０１１年２月１０日（木） 
 カード販売場所：西日本エリアを中心としたジャスコやサティなど約７０店舗で販売

をスタートし順次拡大予定。 
          ※３月１日（火）にジャスコとサティの店名は「ＡＥＯＮ（イオン）」

に統一し、よりお客さまにご満足いただける、地域に密着した店舗

を目指し新しいスタートを切ります。 
 カード販売目標：初年度５万枚 
発 行 手 数 料：１枚３００円（税込み） 
チャージ可能金額：上限５万円（一回あたりのチャージ金額は２万９千円です） 
 

 
【御参考】 
「ＷＡＯＮ」の発行枚数等（２０１０年１２月末現在） 

累計発行枚数：約１,７７０万枚 

月間利用件数：約４,７３０万件 

月間利用単価：約１,９００円 

利用可能箇所：約９５,５００箇所（※自販機、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ端末約 46,000 箇所含む） 

 
 
「しがマザーレイクＷＡＯＮ」カードデザイン 
          
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 


